
３ 上昇した企業物価と消費者物価 

 

 2013年度の企業物価（全国）は、国際商品市況や

為替相場の動きなどを背景に、２年ぶりに上昇した。

消費者物価（名古屋市）は、電気代等の公共料金の

上昇や、石油製品等のエネルギー価格が上昇したこ

となどから５年ぶりに上昇した。 

 

（２年ぶりに上昇した企業物価） 

企業物価の動きを全国でみると、2013年度の国内

企業物価指数（2010年＝100）は、102.4となり前年

度に比べ1.8％上昇し、２年ぶりの上昇となった。 

輸出物価指数は108.1で、前年度比で10.4％と大

幅に上昇し、２年連続の上昇となった。 

輸入物価指数は125.1となり、前年度比で13.6％

と大幅に上昇し、為替相場や原油・天然ガスの価格

上昇を背景に４年連続の上昇となった。（図表３－

１）。 
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図表３－１ 企業物価指数の推移
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輸入物価指数でウェイトの高い原油、液化天然ガ

スをみると、原油は 11 年度は対前年度比 25.6％上

昇、12年度は同4.7％上昇に続き、13年度も同16.1％

上昇と10年度から４年連続で上昇した。原発停止に

伴う火力発電の代替により 11 年度から輸入量が大

きく増加した液化天然ガス（LNG）は、11 年度は同

39.3％上昇、12年度は同20.0％上昇し、続く13年

度も同17.7％上昇し、10年度から４年連続で上昇し

た（図表３－２）。 
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図表３－２ 輸入物価指数（原油、LNG）の推移
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（原油高の影響を受けた石油・石炭製品） 

 2013年度の国内企業物価を四半期別でみると、石

油・石炭製品は、原油高の影響を受けて12年度末に

急激に上昇し、13年4-6月期以降も緩やかに上昇し、

14年4-6月まで高い水準を維持した。鉄鋼は、前年

度の需給バランスの悪化から回復し、13年4-6月期

は７四半期ぶりに上昇し、その後も14年4-6月期ま

で緩やかに上昇した（図表３－３）。 

電力・都市ガス・水道は、電気料金の改定等の影

響を受け、13年4-6月期から7-9月期にかけて大き

く上昇し、その後も為替相場動向を反映した燃料コ

ストの上昇等が影響し、14年4-6月期まで高い水準

で推移した。農林水産物は14年1-3月期に若干下落

したが、13年4-6月期から14年4-6月期にかけて、

鉱産物とともに緩やかな上昇傾向がみられた（図表

３－４）。 
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図表３－３ 主な工業製品の企業物価の推移
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図表３－４ 工業製品以外の企業物価の推移
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（５年ぶりに上昇した消費者物価） 

 消費者物価の動向を名古屋市消費者物価指数

（2010年＝100）の動きでみると、13年度の総合物

価指数は 100.3 と前年度に比べ 0.8％上昇し、５年

ぶりの上昇となった。電気代等の公共料金の上昇や、

石油製品や食料工業製品に値上げの動きがみられ、

プラスに寄与したものと考えられる。 

 月別でみると、前月比は13年２月まで下落傾向が

続いていたが、３月には光熱・水道、交通・通信、

諸雑費が上昇したことにより、指数が上昇に転じ、

７月には指数が100.0となり、13年度末まで上昇傾

向が続いた。14年４月になると、消費税率引き上げ

の影響もあり、さらに大幅に上昇した。対前年同月

比では、13年７月以降はプラスに転じ、その後も年

度末にかけて勢いよく上昇した。14 年４月以降は、

消費税率引き上げの影響もあり、３％以上の上昇率

が続いた（図表３－５）。 
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図表３－５ 消費者物価指数の推移(名古屋市)
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（原油、液化天然ガスの値上がりにより上昇した光

熱・水道） 

 10大費目指数の動きをみると、2013年度は原油や

液化天然ガス(LNG)の価格上昇により、電気代、ガス

代、ガソリン価格などが上昇したことから、光熱・

水道が対前年度比で 3.5％上昇した。食料、被服及

び履物、交通・通信、教養娯楽も上昇し、さらに教

育は３年連続、諸雑費は４年連続でそれぞれ上昇し

た。一方、家庭用耐久財や室内装備品の値下がりな

どにより家具・家事用品は同 0.3％の下落、住居も

家賃の値下がりなどにより同 0.4％の下落、保健医

療も0.1％下落した（図表３－６）。 
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図表３－６ 費目別消費者物価変化率の推移(名古屋市)
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資料：愛知県統計課「名古屋市消費者物価指数」  

石油関連の消費者物価を表す代表的な品目として

レギュラーガソリン価格をみると、09年4-6月期以

降は上昇傾向が続いており、11年 4-6月期には150

円を超える水準まで上昇し、12 年から 13 年にかけ

ても緩やかな上昇が続いた。さらに14年に入ると、

4-6 月期には 160 円を超えるほどの高い水準となっ

た。（図表３－７）。 

 

 


